
  

平 成 ２ １ 年 5 月 
自動車事故対策機構 

 
NASVA 事業用自動車安全プラン２００９ 

～死者数・事故件数半減に向けての NASVA の取組み～ 
 
はじめに 
 平成 20 年中の交通事故による死者数は、5,155 人となり、平成 22 年までに交通事故死者数

を 5,500 人以下とする「第 8 次交通安全基本計画」の政府目標が 2 年前倒しで実現されまし

た。しかしながら、未だに約 95 万人の方が、交通事故で被害にあわれております。 

 政府は、このような交通事故の状況を踏まえ、本年 1 月 2 日の麻生総理の談話において示

された方針に基づき、今後 10 年間を目途に、更に交通事故死者数を半減させ、2,500 人以下

とする新たな目標を掲げました。 

 国土交通省は、この政府目標に基づき、本年 3 月の「事業用自動車総合安全プラン２００

９」において、自動車運送事業における今後 10 年間の目標を①死者数半減、②人身事故件数

半減、③飲酒運転ゼロと設定し、関係業界に対して目標達成のための施策への協力を要請し

ました。 

 独立行政法人自動車事故対策機構（略称：NASVA（ナスバ））は、平成 15 年の設立以来、

事業用自動車等の運転者に対する運転適性診断と運行管理者等に対する各種指導講習を中心

とした事故防止事業を行ってきました。また、平成 18 年 10 月の運輸安全マネジメントの導

入を機に、これらに加え経営者及び安全統括管理者等を対象に、社内における運輸安全マネ

ジメント体制の構築に役立つよう、全国 50 支所において「NASVA 安全マネジメント講習会」

等をこれまでに 377 回開催し、17,000 名を超える方々に受講していただきました。 

 今般、NASVA は国土交通省の「事業用自動車総合安全プラン２００９」に掲げられた目標の

達成に向けて、自動車運送事業者の事故防止活動を総合的に支援する「NASVA 事業用自動

車安全プラン２００９」（～死者数・事故件数半減に向けての NASVA の取組み～）を以下の

とおりとりまとめました。 

今後、NASVA は、このプランに基づき政府目標の早期達成に向け強力に事業を展開してい

きます。 
 

Ⅰ 国土交通省「事業用自動車総合安全プラン２００９」と「NASVA 事業用自動車安全

プラン２００９」との対比表 

事業用自動車総合安全プラン 2009(ナスバ関連抜粋) NASVA 事業用自動車安全プラン 2009 
今後取組むべき課題等 施   策 N A S V A の 取 組 み 
１．安全マネジメント 
(1) 評価対象の中小規

模事業者への拡大 
① 実施の目途： 年

内 
② 施策の位置付け： 

安全体質の確立 
 

【国土交通省】 
安全マネジメントの評価の

対象を(安全統括管理者等の義

務付け対象外である)中小規模

事業者にも拡大。 
 この場合、以下のような公共

性の高い事業者及び安全性の

レベルが低い(社会的に影響の

大きい事故を惹起した等)事業

 

 
○ 運輸安全マネジメント調査事業 
・ 目的：NASVA は、国土交通省の協力要

請を受けて、事業用自動車の事故防止

など輸送の安全確保・向上に資するこ

とを目的とした運輸安全マネジメン

ト調査を、本年 10 月を目途とし、運

用を開始します。 
・ 調査実施主体： 全国９主管支所とする。



 
 

者から優先的に実施。 
① 乗合事業者で、乗合車両を

100 両以上保有する事業者 
② 専ら都市間の移動を目的と

した運行を行う高速バス及

びツアーバス事業者 
③ 第一当死亡事故を惹起した

事業者 
④ 危険物運搬車両による大量

漏えい事故を惹起した事業

者 
(2) NASVA の活用 【国土交通省、(独)自動車事故

対策機構（NASVA）】 
安全マネジメント評価に当

たって、NASVA を活用 

・ 調査員： 調査員は、自動車運送事業の遂

行に必要な法令に関する知識を有す

る者を選任する。 
・ 対象事業者： 全事業者（乗合、貸切、乗

用（個ﾀｸを除く。）及び貨物自動車運

送事業者）のうち、調査依頼があった

事業者とする。なお、対象事業者は、

営業所単位ではなく、企業単位とす

る。  
・ 調査方法： 事前調査（書面審査）及び現

地調査で構成する。 
・ 調査料金： 料金については、有料とする。

○ 安全マネジメント調査事業を開始した後

に、優良事業者認定事業（仮称）を開始

することを検討する。 
(3) 安全マネジメント

講習 
① 実施の目途： 1

～2 年以内 
② 施策の位置付け： 

安全体質の確立 

【事業者団体】 
安全マネジメントを浸透さ

せるための講習会を、定期的

(例：半期毎等)に実施。また、

NASVA の実施する安全マネ

ジメント講習会等の受講費用

に対する助成を拡充 

 ○ 安全マネジメント講習の拡充と強化 
 国土交通省及び各関係団体との連携をさ

らに密にし、これまで、NASVA が実施し

ている安全マネジメント講習を大幅に拡

充・強化する。 

  
２．運行管理制度 
(3) 上級講習(仮称) 

① 実施の目途： 1
～2 年以内 

② 施策の位置付け： 

安全体質の確立、

IT 新技術の活用 

【NASVA 等の講習実施機関】

運行管理者の更なるスキル

アップのため、以下の内容をカ

リキュラムとする。 
(1) 映像記録型ドライブレコ

ーダー、デジタル式運行記録

計等の新技術の運行管理へ

の活用 
(2) 運行管理者が、適性診断に

基づき適切な指導を行うた

めの指導方法等 

○ 運行管理者制度 
(1) 国土交通省及び各関係団体との連携を

さらに密にし、従来から NASVA が実施

している安全マネジメント支援ツール講

習の強化・拡充する。 
(2) 運行管理者等一般講習を活用して運行

管理者が適性診断結果に基づき適切な指

導を行うため、NASVA のカウンセリング

手法等を盛り込んだテキストに改訂する。

 

(7) 運行管理者講習等

におけるアルコール

に関する専門的教育 
① 実施の目途： 1

～2 年以内 
② 施策の位置付け： 

飲酒運転の根絶 

【NASVA 等の講習実施機関】

運転者に対する飲酒運転防

止の指導を充実させるため、関

係機関と協力して、アルコール

に関する専門的な教育を、運行

管理者講習等で実施 

○ 運行管理者等指導講習におけるアルコー

ルに関する専門的教育 
運行管理者等基礎講習及び一般講習にお

いて、 
(1) アルコールに関する記述内容を充実す

る。 
(2) 飲酒運転によって発生した事故事例等

を周知する。 
        
４．運転者対策の充

実・強化 
(2) 事故歴等の把握 
① 実施の目途： 1

～2 年以内 
② 施策の位置付け： 

飲酒運転の根絶 
 

【国土交通省】 
新規採用運転者の指導・監督に

関して、以下のとおり告示・通

達を改正 
・自動車運送事業に係る事故歴

を把握した場合には、適性診断

(特定診断)を確実に受診させ

ること。 

 

○ 運転者の受診体制の強化 
 経営者及び運行管理者等に対して、講習会

等あらゆる機会を通じ、事故歴がある新規採

用運転者の確認を確実に行うよう啓蒙する

とともに、各支所で実施している適性診断

(特定診断)を確実に受診させる。 

 

  



Ⅱ 目標達成に向けての実施計画 

  上記の「NASVA 事業用自動車安全プラン２００９」を踏まえ、目標達成に向けた実施

計画を、次のとおり実施します。 

 
１．適性診断業務関係 

任意診断：3 年に１回以上 義 務 診 断 
一般（定期） 

 
初 任 適 齢 特定Ⅰ 特定Ⅱ 

 
 
 

  

 
 
 
 

 

インターネットを活用した新診

断システム「ナスバネット」 

（２４時間３６５日事業所内で

実施）の普及・促進 

地方運輸局等との連

携強化により、運転者

として新たに雇用さ

れた者及び 65 歳以上

の者の受診漏れを無

くす。 

 

地方運輸局等との連

携強化により、重大事

故惹起者等及び運転

者として新たに採用

する者の過去の事故

歴が確認された場合、

受診漏れを無くす。  
・ ３年に１回の受診から毎年 

受診への拡大 
・ カウンセリング付一般診断

（定期診断）受診の普及・促

進 

 
 

対象者受診率１００％へ  
 
 
 
 
２．指導講習業務関係 

任 意 講 習 義 務 講 習 

基礎講習 

 

一般講習 特別講習 

 
 
 
 
 
 

 

 
運行管理者以外の運送事業従事

者への受講促進 

 

運送事業者のニーズを十分に把握し、アルコールに

関する専門的教育、SAS（睡眠時無呼吸症候群）等

に関する情報、視聴覚教材等の講習内容を見直し充

実させる。 
地方運輸局等との連携強化により受講漏れを無く

す。  
 

 

運行管理者試験の受験資格等を

取得しようとする者のほか、す

べての従業員に対して積極的な

PR 活動を行い、受講者数を増加

させる。 

 
 
 

対象者受講率１００％へ  
 
 



３．安全マネジメント業務関係 

任 意 講 習 
安全マネジ 

メント講習 
支援ツール 

講習 
内部監査  

講習 

 
安全マネジメント・コンサルティング

 
 
 

  

 

開催回数  １００回以上／年

 
 

全国５０支所で開催 
 

全国５０支所で実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

受講者に対し、安全マネジメント講習では安全

マネジメントの取組み事例等、支援ツール講習

ではドライブレコーダー映像を活用した指

導・教育等、内部監査講習では内部監査を模擬

的に行うケーススタディ等、タイムリーな情報

の提供を実施するとともに、運行管理者の更な

るスキルアップのために講習内容を、充実・改

善する。 

 

NASVA は、自動車運送事業に係る安

全マネジメント体制の構築を図るた

め、事業所を訪問し、事故削減に関す

る支援等、問題解決に貢献できるパー

トナーを目指す。 

 
 
 
  

目標 
 

目標 １００社／年  

受講者数 ５,０００人以上／年 
 
 
 
 

おわりに 

 NASVA は、運転者に対する適性診断業務、運行管理者等に対する指導講習業務、加えて

経営者に対する安全マネジメント業務を推進し、自動車事故防止のトータルソリューショ

ンを強力に展開します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


